
共通－第５号様式　見積参加者選考調書（特定随意契約用）

見積参加者選考調書（特定随意契約用）

調 達 件 名

発 注 課

選定事業者

決 定 日

地方自治法施行令第167条の２第１項第２号（予定価格100万円超の場合に記入）

令和2年3月10日

札幌市障がい者ＩＣＴサポートセンター運営業務

保）障がい保健福祉部　障がい福祉課

特定非営利活動法人 札幌チャレンジド

随意契約の理由（相手方を特定した理由を含む。）

　本事業の業務内容は、障がい者のＩＣＴに関する利用相談、情報提供及びパソコン講習
の開催、パソコンボランティアの養成・派遣等であり、障がい者のＩＣＴに関する専門的
知識と経験を有する障がい者福祉団体等である必要がある。当該法人は、厚生労働大臣が
登録する北海道で唯一の在宅就業支援団体であり、障がい者に対して、パソコンを利用し
た各種ソフトウェア及びハードウェアなどの技術習得の援助、障がい者の社会参加や就労
などに関する各種情報提供を行うとともに、企業や行政などと連携し、障がい者の社会参
加の機会や就業の機会の拡大を図ることを目的として活動している。その活動を通じて、
障がい者のＩＣＴに関する幅広い知識と経験を有しており、当該法人の他に障がい者のＩ
ＣＴに関する利用相談等に特化した支援の実績及び必要な体制のある法人がなく、当該業
務を受託できる法人は、当該法人のみと認められる。特にソフト面、ハード面どちらにも
特別な配慮を必要とする視覚障がい者、聴覚障がい者、重度身体障がい者への支援には専
門的な知識や経験が必要であり、経験実績から当該法人以外には対応困難であると考え
る。
　以上の理由から、当該法人以外に本事業を実施可能な団体がおらず、競争入札に適さな
いと認められることから、随意契約（特定）とする。

根拠法令
地方自治法施行令第167条の２第１項第１号
札幌市物品・役務契約等事務取扱要領（ 第48条 ・ 第91条 ）第１項（　）（ア～キ又は
ア～オのいずれかを記入）


